
　ライフライン途絶時の対策　…　代替資源等の確保が必要です。

　電気・ガス・水道

　災害後に早く事業を開始するためには、しっかりとした復旧計画が必要です。

　　・災害時にしか使わないものは、特に日頃の点検が重要です。

　　・点検票に記入などして、習慣にしましょう。

　　・事業所の用途に応じて、担当者の数を考慮しましょう。

　　・実際に機能しやすい人選をしましょう。

　　・誰が何をするのかはっきりとした分担を決めておきましょう。

　　・緊急事態に備えて、他の任務も補完できるようにしておきましょう。

　　・各階の責任者、担当者を決め、権限と責任を持たせることが大切です。

〔活動計画〕

防災業務の任務分担

〔事前計画における防災業務の任務分担〕

火元責任者

建物・設備担当者

火気設備担当者

電気設備担当者

危険物担当者

消火設備等担当者

防災責任者

出火防止・初期消火担当

情報連絡（通報）担当

避難誘導担当者

救出救護担当者

防災責任者（隊長）


